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産地生産基盤パワーアップ事業

もうかるブランド推進課

１ 産地生産基盤パワーアップ事業について

産地がその創意工夫を活かし、地域の営農戦略として策定する「産地パワー

アップ計画」に基づき、生産体制の強化を図るための取組みを総合的に支援する。

＜活用メニュー＞

生産基盤強化対策

生産技術の継承、普及に向けた取組

農業機械の安全取扱技術の向上支援【定額、上限１計画当たり５百万円】

※ 大型特殊免許（農耕車に限る）取得を目的とした研修の開催が可能

２ 事業の目的

平成３１年４月の「道路運送車両法」の保安基準の緩和により、他の交通から

「灯火装置」が見えること等、一定の要件を満たせば、「作業機」を装着したまま、

トラクターの公道走行が可能となった。しかし、「作業機」の装着により、

車両幅が1.7ｍを超える等の場合は、「大型特殊免許」が必要となる。

そこで、「トラクターの安全使用」に関する知識と技能の習得と併せて、

県警察が実施する「運転免許試験」にチャレンジできる公開講座を開講することで、

安全で効率的な農作業を推進し、産地の生産性向上に資する。

３ 取組内容

① 農業大学校 公開講座「農業機械安全使用者養成講座」の拡充

年２回、定員２５名 → 年３回、定員３０名 （夏休みの期間に１回増）

② 県南版「農業機械安全使用者養成講座」の開講（定員２０名）

通学可能な自動車学校で大型特殊免許が取得できない県南地域で初開講

令和元年度 令和２年度

農大講座 夏期クラス ２５名 農大講座 夏期クラス ３０名

臨時 〃 ３０名

秋期 〃 ２５名 秋期 〃 ３０名

県南版講座 ２０名

定員計 ５０名 定員計 １１０名

受講者数計 ３７名 受講者数計 １１０名

免許試験合格者数計 ３５名 免許試験合格者数計 ９９名

※令和２年度の新たな取組み（農大臨時，県南）のみ事業の対象とした。

４ 事業費（実績） ２,７０８,５９６円

うち 農大 ４７２,５５６円 （トラクタータイヤ等）

県南 ２,２３６,０４０円 （阿南自動学校借上等）
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（参考）

県南版「農業機械安全使用者養成講座」の概要（募集要領抜粋）

１ 実施目的

農業機械の効率的な利用と農作業事故防止に向けた安全教育を行うため，

「大型特殊自動車免許」の取得が可能な自動車教習所の無い県南地域の

農業者を対象に，農作業安全に関する知識や農業機械(トラクタ)の安全運転技術の

習得と併せて，「農耕車限定の大型特殊免許試験」が受験できる講座を開講し，

農業担い手の育成・確保を推進する。

２ 受講条件及び優先条件

１）受講条件

(1) 県南地域（海部郡，那賀郡，勝浦郡，阿南市及び小松島市）に

お住まいまたは営農されている方

(2) 普通自動車免許を取得している方

(3) 全日程に参加できる方

(4) 視力等が、道路交通法施行規則第２３条に規定する適性試験の

合格基準を満たしている方

(5) 講座受講期間は、自費による傷害保険に御加入いただける方

(6) 農作業の効率化に関する調査に御協力いただける方

２）優先条件

(1) 次に示す地域農業の担い手として認められる方

ア 認定農業者，認定新規就農者

イ 集落営農法人従事者

ウ ファームサービス事業体従事者

(2) 経営規模，年齢等

３ 定員 ２０名

４ 実施場所 徳島県阿南市西路見町姥１－１ 阿南自動車学校

５ 日程

10月29日(木) 農作業安全や交通法規に関する座学，農耕車両の点検等

11月１日(日)

11月３日(火) 安全運転実習

11月22日(日)

11月23日(月) 大型特殊自動車免許(農耕車限定)試験

11月24日(火) （試験合格者のみ） 免許交付
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県南版「農業機械安全使用者養成講座」実施状況

農作業安全（農業大学校） 交通法規（阿南署）

車両点検（阿南自動車学校） 安全運転実習（阿南自動車学校）

安全運転実習コース 大型特殊自動車免許試験（県警察）
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